
公益社団法人青森県獣医師会第69回定時総会報告

　平成29年６月13日（火）、午後１時から青森市アップルパレス青森において佐々木郁夫青森県副知事をはじめ

７名の御来賓のご臨席のもと定時総会が開催された。

【黙祷】

　昨年度、ご逝去された６名の先生方に黙祷が捧げられた。

【会長挨拶】

　続いて山内会長から出席会員への謝意とご来賓の方々へのご臨席、本会へのご協力とご支援に対する謝辞の後、

次のとおり挨拶がありました。

　近年、高病原性鳥インフルエンザなど動物由来感染症への国民の関心が高まっている中、昨年11月28日、12月

２日に青森市で高病原性鳥インフルエンザが発生しました。県や青森市が、速やかに対応し被害を最小限に止め

たことに敬意を表します。本病は、韓国などで依然として発生しており、気を緩めることはできません。県獣医

師会としても緊急時の体制を構築し関係機関と連携して防疫に協力する所存です。

　さて、本会は平成26年９月18日、公益社団法人青森県医師会と「学術協力の推進に関する協定」を締結し、連

携を推進するため昨年９月に第２回目の講演会を開催しました。また、世界獣医師会、世界医師会、日本獣医師会、

日本医師会の４者は、昨年11月に北九州市で第２回『One�World、One�Health』会議を開催し福岡宣言を発表し

ました。本会は、人と動物の共通感染症予防のための情報交換、人と動物の医療において責任ある抗菌剤の使用、

「One�Health」の実践を含む獣医学教育の改善について支援することとしております。また、本年10月12、13

日に東北地区獣医師大会及び獣医学術東北地区学会を開催します。皆さまのご参加と学会発表をお待ちしており

ます。

　平成28年度の狂犬病予防注射事業は、県全体で前年度

から約1,500頭少ない頭数でしたが、登録頭数に対する

接種率は80％を超えていました。今後、犬の飼養頭数は、

県人口が減少し本年５月で約128万人２千人と推計され

ること、飼い主が高齢化していることなどにより減少に

至ると考えています。昭和32年以降、本病は発生してい

ませんがアジア諸国では多発しており、さらに予防接種

について普及啓発活動を推進する必要があります。

　食鳥検査事業は、平成15年度に検査羽数が約4,200万羽でしたが、年々実績は伸び昨年度は約6,200万羽となり

ました。今後も消費者の信頼に応えるため、検査技術の向上に努め食鳥肉の安全を確保したいと考えています。

　本県の平成26年度農業産出額は2,879億円で、畜産がその３割を占めていますが、畜産を支える公務員及び産

業動物の獣医師確保は非常に厳しい状況です。県は、修学資金の貸与や北里大学と連携して獣医師確保に努めて

いますが、さらなる獣医師の確保、処遇・待遇の改善が求められています。本会も増大する食鳥検査羽数に対応

し獣医師確保に努め、公務員獣医師の処遇・待遇の改善や女性獣医師の活用など強力に県に働きかけて参ります。

　本会は、公益社団法人に移行して５年目となりました。事業のうち、公２の食鳥検査事業における剰余金が課
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題でしたが、４か年で解消されることとなりました。今後は、公１の狂犬病事業における注射頭数の減少、公２

事業における収支均衡並びに法人運営を踏まえ、各支部の安定、継続可能な運営に貢献したいと考えております。

【来賓祝辞】

　続いて青森県知事代理の佐々木青森県副知事、北里大学獣医学部長代理の岡野教授よりご祝辞を賜った。

　さらにご臨席をいただいた青森県農林水産部 高谷清孝次長、青森県農林水産部 藤田次男課長代理、青森県健

康福祉部 新谷哲士保健衛生課長、青森県農業共済組合連合会 天坂廣司会長、一般社団法人青森県畜産協会 菅

慶一郎専務理事、青森県動物薬品器材協会株式会社MPアグロ 奈良和人氏の皆さまのご紹介を行い、ここで佐々

木副知事ほかのご来賓は退席され会場設営後議事に移った。

【出席会員数報告】

　事務局より本日の出席者数が報告された。本定時総会は定款第18条第１項の規定による総会成立定数である会

員総数の過半数以上に達しており、本定時総会は成立することが告げられた。

　　　会員総数　　　440名

　　　出席会員数　　295名（内訳は　本人出席74名、委任状221名）

【議長の選出並びに議事録署名人の選任】

　山内会長が仮議長となり、定款第16条の規定に基づき議長選出について諮ったところ「仮議長一任」の声があ

り、議長に沼宮内春雄氏（青森支部）が選出され、議長は議事録署名人に眞山隆氏（青森支部）、中村成宗氏（西

北支部）、書記に白戸明氏（弘前支部）、伊東主事（事務局）を指名した。

【議案の審議経過】

　議長により次のとおり議案審議が進められた。

第１号議案　平成28年度事業報告書及び計算書類等の承認について

　�　盛田常務理事から総括的事業実施事項、公益目的別事業の重点実施事項及び実施概要、貸借対照表、正味財

産増減計算書、財産目録、正味財産増減計算書内訳表、財務諸表に対する注記、附属明細書について概要の説

明があった。

　�　議長は、監事に対し監査報告を求め、監事を代表して髙村定男監事から監査報告がなされた。これを受け議

長は、質疑意見等の有無を諮ったが全員異議なく全会一致で承認された。
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第２号議案　平成29年度事業計画書及び収支予算書の報告について

　�　盛田常務理事から総括的事業実施計画及び予算書について概要説明がなされた。これを受け議長は、質疑意

見等の有無を諮った。

　�　工藤洋一氏（青森支部）から資料について、県獣医師会と支部獣医師会との事業関連と経費記載を明確にと

の要望があった。なお、議案については、全員異議なく承認された。

第３号議案　平成28年度会費の額及び徴収方法について

　�　盛田常務理事から会費の額及び徴収方法について昨年度と同様である旨の説明があった。これを受け議長は、

質疑意見等の有無を諮ったが全員異議なく全会一致で承認された。

第４号議案　名誉会員の推薦について

　�　盛田常務理事から、永年にわたって本会の発展に貢献された会員が、満80歳に達した日から本会の名誉会員

に推薦することについて、来年度３名の会員が該当する旨説明があった。これを受け議長は、質疑意見等の有

無を諮ったが全員異議なく全会一致で承認された。

第５号議案　役員の選任について

　　盛田常務理事から資料に基づき提案内容の説明がなされた。

　�　議長は、定款第18条第３項の規定により理事候補者16名、監事候補者４名について一人ひとり承認を求め、

いずれの候補者とも賛成多数で原案どおり可決・承認された。

　�　以上をもって全議案の審議が終了し、沼宮内会員が議長の職を辞し退席。

　�　事務局より閉会が宣言され、引き続き別室において選任役員による役員会が開催された。

　�　なお、懇親会開催前に盛田常務理事から新役員について次のとおり新役員組織について発表があり、新会長

から「前会長の企画を継承しつつ、新たな提案を行い、皆様の忌憚のないご意見を真摯に受け止め青森県獣医

師会のさらなる発展に寄与したい。」との挨拶があった。
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